
豊田市の
生物多様性

令和８年１月

豊田市環境部 環境政策課



本日の内容

・豊田市の生物多様性

・自然観察の森とラムサール条約湿地

・企業の皆様への支援について
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図 新修豊田市史別編自然



多様な水辺

多様な森林



【参考資料】新修 豊田市史23 別冊自然 平成30年3月
豊田市生物調査報告書 平成28年3月

豊田市で記録された動植物
約13000種（うち希少種 約700種）
市ホームページで確認種リストを公開しています。







（改定中）環境基本計画 R8～

• 豊かな自然環境を保全し、身近な自然とのふれあいの機会を積極的に創

出する ことで、地元への愛着を育み、生物多様性に配慮した行動を実

施する市民が増えているまちを目指す。

• 自然共生分野を生物多様性地域戦略に位置付け、一層の生物多様性保全

を目指す。

自然共生分野の施策の柱



豊田市の主な取組

里山環境の保全 湿地の保全

団体等活動支援外来生物対策 クマ対策

環境学習

希少種保護 生物相調査



豊田市自然観察の森



豊田市自然観察の森とは

令和６年４月～ 指定管理者 とよたの自然パートナーズ
代表企業 （株）地域環境計画
構成企業 （株）塚原緑地研究所

• 全国10か所にある環境学習施設「自然観察の森」の一つ

「自然観察の森」：旧環境庁が設立を推進し、所在地の各自治体等が所管または運営

• 平成2年開園（現ネイチャーセンターは平成22年開館）

• 約150haに及ぶ森林地帯を管理、湿地やため池等の水域も含む

環境省の指定する「生物多様性保全上重要な里地里山」

• ネイチャーセンターを拠点として各種環境学習を実施

• 豊田市ラムサール条約湿地センターとしての機能を兼ねる

市の環境学習・生物多様性保全の拠点施設



豊田市駅

豊田市自然観察の森



自然観察の森エリア 約150haの里山環境





館内施設

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨｰﾙｰﾑ ウッドデッキ展示室 工作室

施設概要（中心施設：ネイチャーセンター）



施設概要（観察施設）

カワセミの小屋 バッタの小屋

展望台

寺部池観察デッキ

矢並湿地休憩所探鳥ブラインド



多様な自然環境
天然林

湿地 ため池

人工林



自然観察の森の活動

環境学習 出前講座 自然観察会

ラムサール湿地学習ボランティア支援 標本活用





こどもの自然体験の促進



植生遷移（しょくせい せんい）

裸地 草本類 陽樹林 陰樹林

雑木林
アカマツ・コナラ

照葉樹林
シイ・カシ類

1～2年 4～5年 30～50年 150年以上

里山 極相



照葉樹林





サシバが住める森づくり
～里山環境の整備～



トンボの湿地の維持管理



観察会と生き物



ラムサール条約湿地保全





【ラムサール条約】

特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約

湿地の保全と”ワイズユース”（賢明な利用）を推
進することを目的とした国際条約

豊田市では「矢並湿地・上高湿地・恩真寺湿地」
が「東海丘陵湧水湿地群」として平成24年に登録。

矢並湿地 上高湿地 恩真寺湿地
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矢並湿地

恩真寺湿地

上高湿地

豊田市の湿地



【東海丘陵湧水湿地群】

シデコブシ、シラタマホシクサ、ミカワシオガマな
ど、東海地方固有の希少な植物が生育する湧水湿地

シデコブシ シラタマホシクサ ミカワシオガマ



矢並湿地



上高湿地



恩真寺湿地



【東海丘陵湧水湿地群】
・東海地方の丘陵地には、砂礫層や花崗岩などの分布地域に、

地下からの浸み出し水による小規模な湿地が形成されている。

・東海地方の固有種や大陸系の種の隔離分布などの東海丘陵要素と

呼ばれる植物がまとまって生育しており、特徴的な生態系を有している。









• 自然観察の森やラムサール条約湿地での活動は、生物多様性
の向上につながる重要な取組であり、CSR活動としてPRしてい
ただくことが可能です。

自然観察の森やラムサール湿地の保全活動
に参加しませんか？



活動団体とのマッチング

活動フィールドの提供

生物や生態系に関する専門的なアドバイス

企業等の活動支援

生物多様性保全に向けた取組について、

豊田市環境政策課・自然観察の森がご相談に応じます。

お気軽にご連絡ください。



事例紹介

• 矢並湿地保全活動参加へのマッチング
• 自然観察の森の整備活動体験参加
• 自然共生サイト申請支援
• 自然観察会への講師派遣
• イベント等の広報とよた掲載
• 地元団体とのマッチング
• ビオトープ整備に関する相談
• 外来生物の駆除に関する相談
• 希少な動植物の保全に関する相談
• 近隣の生物情報の収集 等



外来生物来対策への協力のお願い！

出典：豊田市矢作川研究所ニュースレター「RIO」



• 幼虫がサクラ、ウメなど主にバラ科の樹木を食害し、場合によっては枯死させる。
• 愛知県では、2012年に発見されてから、生息範囲及び被害が拡大中

出典：愛知県ウェブページ

特定外来生物
クビアカツヤカミキリの侵入を警戒しています。



成虫や糞を見かけたら、環境政策課にご連絡ください。

出典：愛知県ウェブページ
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